第５３回　風に関するシンポジウム開催案内および講演募集

第２サーキュラー（プログラム概要紹介）
幹事学会：水文・水資源学会

共催学会（予定を含む）：大気環境学会、土木学会、日本海洋学会、日本風工学会、日本気象学会、

日本建築学会、日本航空宇宙学会、日本砂丘学会、日本沙漠学会、日本生物環境工学会、

日本雪氷学会、日本地理学会、日本熱帯農業学会、日本農業気象学会、日本流体力学会、

農業施設学会、農業土木学会（五十音順）
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１．日時：平成19年6月21日（木）
          午前10時～5時

２．場所：東京大学弥生講堂・一条ホール

東京都文京区弥生1-1-1 東京大学農学部内
（地図参照）

南北線「東大前」駅下車　徒歩1分
千代田線「根津」駅下車　徒歩8分
３．開催要領
(1)基調講演：「さまざまな地球表面と大気間の乱流輸送観測に関する諸問題」をテーマとし、３名の最先端の研究者に講演いただきます。

別紙プログラム概要をご参照ください。

(2) 一般講演（講演時間15分）：生態系、都市、海洋、雪氷面、沙漠などでの乱流輸送観測のほか、広く風に関する講演を募集します。

４．参加費：無料。資料代として1000円いただきます。

５．参加・講演申し込み：シンポジウムへの参加・講演を希望される方は、参加申し込み用紙（水文・水資源学会ホームページ（http://www.jshwr.org/modules/news/)からダウンロードできます）に必要事項を記入の上、下記申込先までe-mail添付にて、講演要旨とともにお送りください。講演要旨は、A4用紙一枚を用い、表題、著者、本文を書き込んでください。図表を入れてもかまいませんが、PDFでセーブしたものをお願いします。なお、講演時間枠が限られていますので先着順といたしたく、早めのお申し込みをお願いいたします。

６．プログラム：概要は別紙に添付しましたが、講演申し込み締め切り後、参加者の皆様に確定したものを連絡いたします。

７．講演発表の申込期限：平成19年4月20日（金）必着

８．懇親会：シンポジウム終了後、懇親会を予定しています。

９．問い合わせ先・申し込み先

〒606-8502　京都市左京区北白川追分町　　

京都大学農学研究科地域環境科学専攻　　

谷　　誠　　

E-mail: tani@kais.kyoto-u.ac.jp

プログラム概要

地球温暖化や地域の大気・水環境保全問題に取り組む研究において、大気地表面間の乱流輸送観測は、世界的ネットワークを組むことにより精力的に展開されています。その重要性がいかに大きいかは、将来の環境変動予測が観測の妥当性と精度に決定的に依存することから明らかといえます。しかし乱流輸送観測に関する問題は数多く残されていて、多様な地球表面に対応して多くの学会で議論されています。そこで、多くの学会の共催で行われてきた本　シンポジウムにおいて、これらを集めて学際的に議論を行うことは、有意義といえます。プログラムの概要は次のとおりで、基調講演については３名の最先端の研究者に行っていただきますが、一般講演は広く募集中です。

幹事学会会長挨拶　１０：００－１０：１０

安成哲三（水文・水資源学会会長、名古屋大学・地球水循環研究センター）

基調講演　１０：１０－１２：３０

渡辺　力（北海道大学・低温科学研究所）：フラックス輸送に寄与する渦の姿と観測上の問題点

タワーフラックスの現場で問題になっている熱収支不均衡問題を背景として、LESを用いて水平一様な地表面上の乱流解析を行った。その結果を用いて、接地境界層におけるフラックスの輸送に寄与する渦の姿を明らかにし、代表性のあるフラックスを１地点の測定によって同定しようとする際の問題点を議論する。

神田　学（東京工業大学・国際開発工学専攻）：都市域における乱流観測の現状と展望

都市域における乱流観測は、主に都市気象的な関心からエネルギー収支の把握を目的として行われてきたが、観測実施上の制約が多く、データは少ない。しかも人間活動・地表面の多様性などの影響を受けるため、その統一的解釈が難しいとされてきた。講演では、現在までに得られている様々な実都市での観測データと、屋外の模型都市実験プロジェクトで得られたデータを包括的にレヴィユーし、都市のもつ多様性にも関わらず、その空気力学的・熱収支的挙動には定量的にかなりの共通性が認められることを紹介する。

塚本　修（岡山大学・自然科学研究科）：海面上における乱流フラックス測定の現状と課題

地球上の70%を占める海面と大気との相互作用の重要性は言うまでもないが，陸面過程でのフラックス測定に比べて，(特に外洋上で）乱流フラックスの直接測定が普及していない。もっぱらバルク法での推定にとどまっている。最大の原因は観測プラットフォームを得ることが容易でなく，しかもそれが動揺する，ということである。この問題を含む熱や運動量，二酸化炭素などの乱流フラックス測定の現状と問題点を報告する。

一般講演　１３：３０－１６：３０

　生態系、都市、海洋、雪氷面、沙漠などでの乱流輸送観測のほか、広く風に関する講演を募集中です。（講演時間は討議とも15分を予定しています）

総合討論　１６：３０－１７：００






